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[諸言] 表面増大赤外吸収(Surface Enhanced Infrared Absorption: SEIRA)とは金属ナノ粒子薄膜上に

吸着した分子の赤外吸収強度が飛躍的に増大する現象である。この増大現象は Square Columnar 

Model (SCM) [1]により粒子間隔／粒子サイズ比に依存する粒子間への電場集中に依るものである

ことが明らかになった。[2-4] 一方、ナノアンテナ等を用いた SEIRA も報告されている。[5] これ

らにおいては、金属サイズに対するギャップが非常に小さい。かつ、そのサイズは蒸着膜とは大

きく異なるものである。そこで本研究では、金属粒子を配置する角度を変えることで、蒸着膜に

おける金属粒子サイズと粒子間隔／粒子サイズ比を保ったまま最小ギャップサイズを狭める手法

を採用した。これまでと同じく、厳密結合波解析(Rigorous Coupled-Wave Analysis: RCWA)に角柱ナ

ノアレイを適用して、赤外吸収スペクトルをシミュレートし、角柱配列におけるギャップサイズ

依存を検証した。 

[計算方法]フリーの RCWA シミュレーションソフトである S４[6]を用い、真空層、Au粒子パター

ン層、基板層の三層系で計算した。1ユニットセルの 1辺を 250 x √2 nm、粒子サイズは 250 x 250 

x 30 nmとしユニットセルの中心に配置した。金属粒子以外の空間には吸着分子としてポリアクリ

ル酸の仮想分子を配置し、金属粒子を 0から 45°まで回転させ(Figure 1)、吸収スペクトルをシミ

ュレートした。 

[計算結果] 回転角: 0 - 40°(最小ギャップ 103.5 nm - 20.8 nm )ではスペクトルに顕著な変化が見ら

れなかった。この範囲のギャップサイズでは吸収増大に大きな影響が無い事が明らかとなった。

詳細は当日発表する。 

(1)                                        (2) 

            

Figure 1.  Schematic drawing of the rotated nano-arrays. (1) 0 ° (2) 35 ° 
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